
６月定例会のおもな案件

東
濃
西
部
広
域
ご
み
焼
却
施
設
整
備
等
審
議
会

委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
を

制
定

　
多
治
見
市
、
瑞
浪
市
お
よ
び
土
岐
市
で
共
同

設
置
す
る
東
濃
西
部
広
域
ご
み
焼
却
施
設
整
備

等
審
議
会
に
お
け
る
委
員
の
報
酬
お
よ
び
費
用

弁
償
な
ら
び
に
そ
の
支
給
方
法
な
ど
を
定
め
る

も
の
で
す
。 

［
施
行
日
］
令
和
７
年
７
月
１
日

多
治
見
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

　
被
保
険
者
へ
の
分
か
り
や
す
さ
の
向
上
お
よ

び
保
険
料
算
定
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
本
改
正
に
よ
り
、
保
険
料
徴
収
の
特
例
で
あ

る
仮
算
定
制
度
を
廃
止
し
、
本
算
定
賦
課
方
式

（
確
定
し
た
所
得
金
額
に
保
険
料
を
賦
課
す
る

方
式
）
へ
変
更
す
る
こ
と
で
、
年
度
を
通
じ
た

同
一
の
保
険
料
額
と
し
ま
す
。

［
施
行
日
］
令
和
８
年
４
月
１
日

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

を
可
決

　
多
治
見
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
７
億
６
２
４
５
万
２
千
円
を
増
額
し
、
５
１

１
億
８
２
４
５
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
増
額
し
た
金
額
の
う
ち
、
２
億
５
１

４
５
万
１
千
円
は
、
国
庫
補
助
金
（
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
う
ち

推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
分
は
、
２
億
４
１
６
２
万

７
千
円
）
を
活
用
し
た
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
に
関
す
る
予
算
で
す
。

　

補
正
予
算
全
体
に
係
る
お
も
な
事
業
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□�

低
所
得
世
帯
支
援
及
び
不
足
額
給
付
・
定
額

減
税
一
体
的
支
援
事
業
費

�

３
億
１
０
０
０
万
円

　
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
定
額
減
税
補
足
給

付
金
の
算
定
に
際
し
、
推
計
所
得
税
額
を
用
い

て
算
定
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
結
果
と
し
て

支
給
額
に
不
足
が
生
じ
た
方
な
ど
へ
「
不
足
額

給
付
」
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
補
助
金

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

※�

財
源
：
国
庫
補
助
金
（
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）

□
子
育
ち
応
援
事
業
費
（
物
価
高
騰
対
策
）

�
９
７
４
０
万
１
千
円

　
18
歳
以
下
の
子
ど
も
一
人
当
た
り
５
千
円
の

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
プ
ッ
シ
ュ
型
で
配
布
す
る
こ

と
に
伴
い
、
委
託
料
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。

※�

財
源
：
国
庫
補
助
金
（
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）

□�

地
域
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事

業
費�

５
０
０
万
円

　
こ
ど
も
っ
ち
パ
ー
ク
に
お
い
て
夏
季
期
間
の

多
治
見
市
民
の
利
用
料
金
を
一
部
助
成
す
る
こ

と
に
伴
い
、
委
託
料
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

※�

財
源
：
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
繰
入
金
（
令
和

６
年
度
の
寄
付
を
原
資
と
す
る
）

□
保
育
所
管
理
費�

８
３
８
万
円

①�

給
食
費
の
高
騰
に
伴
い
、
公
立
保
育
所
に
対

す
る
賄

ま
か
な
い材

料
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

�

６
９
６
万
９
千
円

②�

給
食
費
の
食
材
高
騰
に
伴
い
、
指
定
管
理
園

（
２
園
）
に
対
す
る
賄

ま
か
な
い材

料
費
を
補
て
ん
す

る
た
め
の
補
助
金
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

�

１
４
１
万
１
千
円

※�

財
源
：
国
庫
補
助
金
（
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）

※�

①
、
②
と
も
に
、
１
食
当
た
り
31
・
8
円
で

計
算

□
物
価
高
騰
対
策
事
業
費�

２
１
８
０
万
円

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
を
受
け
、
医
療
関
係

機
関
に
対
す
る
支
援
と
し
て
補
助
金
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

※�

財
源
：
国
庫
補
助
金
（
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）

□
予
防
接
種
費�

６
２
６
８
万
５
千
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
委
託
に
つ

い
て
、
令
和
６
年
度
の
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
て

予
算
計
上
す
る
こ
と
に
伴
い
、
委
託
料
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

※�

自
己
負
担
額
は
５
５
０
０
円
、
接
種
想
定
人

数
は
６
３
０
０
人

□
陶
芸
ス
タ
ジ
オ
運
営
事
業
費

�

３
４
３
１
万
２
千
円

　
令
和
６
年
度
の
寄
付
金
を
原
資
に
、
本
町
オ

リ
ベ
ス
ト
リ
ー
ト
近
隣
の
民
間
空
き
店
舗
を
陶

芸
ス
タ
ジ
オ
に
改
装
し
、
陶
磁
器
意
匠
研
究
所

卒
業
生
な
ど
の
地
元
定
着
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

生
ま
れ
る
街
を
目
指
し
て
、
市
内
で
作
陶
活
動

可
能
な
シ
ェ
ア
工
房
を
開
設
・
運
営
す
る
こ
と

に
伴
い
、委
託
料
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

※
財
源
：
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
繰
入
金

□
小
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
事
業
費

�

４
４
５
万
８
千
円

　
県
と
県
内
教
育
委
員
会
が
共
同
で
利
用
し
て

い
る
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
更
新
な
ど
に
伴

い
、
委
託
料
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

中
学
校
に
関
し
て
も
、
同
様
の
補
正
予
算
（
２

７
４
万
３
千
円
）
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
財
源
：
国
庫
補
助
金

□
学
校
給
食
管
理
運
営
費

�

２
２
５
７
万
３
千
円

　
学
校
給
食
費
の
う
ち
、
急
激
に
価
格
が
高
騰

し
て
い
る
精
米
等
分
に
つ
い
て
公
費
負
担
を
す

る
こ
と
に
伴
い
、
負
担
金
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。

※
１
食
あ
た
り
の
負
担
額　
小
中
学
校
：
15
円

　

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
稚
園
：
10
円

※�

財
源
：
国
庫
補
助
金
（
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）

□�

債
務
負
担
行
為
の
追
加
（
私
立
大
学
施
設
整

備
等
事
業
補
助
金
）

　
本
市
に
私
立
大
学
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
経
済
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
補
助
制
度
を
設
け
る
た

め
、
追
加
す
る
も
の
で
す
。

※
財
源
：
地
域
振
興
基
金
繰
入
金

［
期
間
］
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で

［
限
度
額
］
10
億
円

物
品
供
給
契
約
の
締
結

□
パ
イ
ロ
ッ
ト
オ
フ
ィ
ス
構
築
備
品
購
入

　
Ａ
Ｂ
Ｗ
※
な
ど
の
新
し
い
働
き
方
に
対
応
し

6
6
月
定
例
会
の

お
も
な
案
件

2たじみ議会だより　―市民の声を形に―



６月定例会のおもな案件・中京学院大学の誘致について

た
オ
フ
ィ
ス
の
構
築
に
向
け
て
、
現
在
の
本
庁

舎
４
階
企
画
部
に
お
い
て
先
行
し
て
導
入
す
る

た
め
に
什
器
備
品
を
調
達
す
る
も
の
で
す
。

［
契
約
の
方
法
］
指
名
競
争
入
札

［
契
約
金
額
］
２
３
４
８
万
５
千
円

［
契
約
の
相
手
方
］
株
式
会
社
中
川

［
契
約
期
間
］
契
約
日
か
ら

　
　
　
　
　

 

令
和
７
年
９
月
30
日

※�

仕
事
の
内
容
や
目
的
に
合
わ
せ
、
働
く
場
所

を
自
由
に
選
択
で
き
る
働
き
方
の
こ
と
。

□
小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
岐
阜
県
教
育
委
員
会
お

よ
び
県
内
27
の
市
町
村
教
育
委
員
会
（
組
合
含

む
。）
で
岐
阜
県
市
町
村
等
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
端
末
整
備
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
仕
様
を

協
議
。
こ
れ
を
受
け
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど

を
共
同
調
達
す
る
も
の
で
す
。

［
契
約
の
方
法
］
随
意
契
約

［�

随
意
契
約
理
由
］
令
和
６
年
12
月
に
県
が
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
審
査
会
を
実
施
し
、
左

記
契
約
の
相
手
方
を
最
優
秀
提
案
者
と
し
て

選
定
し
た
た
め

［
契
約
金
額
］
５
億
９
４
６
万
３
１
０
８
円

［
契
約
の
相
手
方
］�

教
育
産
業
・
内
田
洋
行
共

同
企
業
体

［
契
約
期
間
］
契
約
日
か
ら

　
　
　
　
　

 

令
和
７
年
10
月
31
日

東
濃
西
部
広
域
ご
み
焼
却
施
設
整
備
等
審
議
会

共
同
設
置
規
約
を
定
め
る
協
議

　
多
治
見
市
、
瑞
浪
市
お
よ
び
土
岐
市
は
、
ご

み
焼
却
施
設
を
共
同
設
置
し
て
、
運
営
お
よ
び

維
持
管
理
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
2
5
2
条
の
７
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
同
法
第
1
3
8
条
の
４
第
３

項
に
規
定
す
る
審
議
会
を
設
置
す
る
に
当
た

り
、
規
約
を
定
め
る
も
の
で
す
。

［
施
行
日
］
令
和
７
年
７
月
１
日

第
８
次
多
治
見
市
総
合
計
画
基
本
計
画
の
変
更

①�

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、

次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
・
定
着
を
図
る
た

め
、
次
の
と
お
り
変
更
す
る
も
の
で
す
。

【
変�

更
内
容
】「
政
策
の
柱
２ 

に
ぎ
わ
い
を
生

み
出
す
ま
ち
づ
く
り
」
の
「
施
策
６ 

観
光

振
興
」
の
次
に
「
施
策
７ 

大
学
誘
致
」
を

加
え
、
そ
の
事
業
内
容
と
し
て
「
１ 

笠
原

中
学
校
跡
地
に
大
学
を
誘
致
し
ま
す
」
を

追
加

②�
子
育
て
世
帯
へ
の
幅
広
い
支
援
施
策
の
一
環

と
し
て
、
市
内
に
在
住
す
る
中
学
生
（
義
務

教
育
学
校
後
期
課
程
な
ど
に
在
籍
す
る
生
徒

を
含
む
。）
の
給
食
費
無
償
化
の
実
施
に
向

け
、
次
の
と
お
り
変
更
す
る
も
の
で
す
。

【
変�

更
内
容
】「
政
策
の
柱
１ 

子
育
て
世
代
が

選
び
、
住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
「
施
策
２ 

出
産
前
か
ら
の
切
れ
目
の
な

い
支
援
」
の
う
ち
、「
４ 
給
食
費
無
償
化

を
検
討
し
、
実
施
し
ま
す
」
を
「
４ 

中
学

生
の
給
食
費
を
無
償
化
し
ま
す
」
に
変
更

意
見
書
１
件
を
可
決

　
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
し

た
意
見
書
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□�

え
ん
罪
被
害
を
防
ぎ
、
被
害
者
救
済
が
適
正

に
行
わ
れ
る
た
め
の
法
整
備
を
早
急
に
進
め

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
あ
て
先　
衆
議
院
議
長　
参
議
院
議
長　

　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣　
法
務
大
臣

６月定例会の会議状況
5月29日（木）本会議（招集~提案説明）
6月  6日（金）�本会議（提案説明、質疑~委

員会付託）
　　　　　　　予算常任委員会（分科会付託）
  　10日（火）�総務常任委員会、予算常任委

員会第1分科会（質疑）
  　11日（水）�予算常任委員会第2分科会（質

疑）
  　12日（木）�厚生環境教育常任委員会、 

予算常任委員会第3分科会
（質疑）

  　16日（月）�本庁舎建設に関する特別委員
会

  　19日（木）�本会議（招集～提案説明～質
疑～委員会付託、市政一般質
問）

  　20日（金）本会議（市政一般質問）
  　23日（月）�予算常任委員会（分科会長報

告（質疑）、議員間討議、討論、
表決）、総務常任委員会

  　26日（木）�経済建設常任委員会、本会議
（委員長報告~討論~表決）

中京学院大学の誘致について
　６月定例会において、大学誘致に関する議案として、「第
８次多治見市総合計画基本計画を変更するについて（施
策７ 大学誘致の追加）」と「令和７年度多治見市一般会
計補正予算（第1号）」が提案され、大学誘致に向けた受
入体制を整えたいという市の姿勢が表れていました。
　本会議質疑では多くの議員が質問し、６月10日の総務
常任委員会で審査を行いました。本会議最終日（６月26
日）には賛成討論があり、その後、両議案を全会一致で
可決しました。
　大学誘致は、地域のにぎわいの創出や経済の活性化に
寄与し、まちの在り方も変える可能性のある大事業です。
　議会としましても、大学誘致については大変期待する
とともに、市と大学がしっかり連携して的確に事業が進
むよう、しっかりと議論をして参ります。

中京学院大学の本市移転一元化に係る基本協定書締結式
（7/2）の様子
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